
No. 具体事業名
中間評価

（内容）

中間評価

（数値）
後期計画方針 備考(経緯・詳細)

1-01 老朽管の更新 〇 △－
現状の施策を維持し、

目標値を見直し
耐震化の方針について見直したため

1-02 老朽設備の修繕・更新 〇 △＋ 現状の施策・指標を維持

2-01 管路の耐震化 △＋ △＋
現状の施策を維持し、

目標値を見直し
耐震化の方針について見直したため

2-02 水源地施設の耐震化 △＋ △＋ 現状の施策・指標を維持

2-03
水道庁舎の耐震化及び

防災拠点化
△－ △－

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
設計に時間がかかり新庁舎整備が
遅れているため

3-01
新設基幹管路の

整備・拡充
◎ ◎

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
当初予定よりも事業が円滑に
進んだため

3-02 配水管洗浄作業の実施 〇 ◎ 現状の施策・指標を維持

3-03 配水管網の拡充 ◎ 〇 現状の施策・指標を維持 外部の要因に左右されやすいため指標は事業実施の目安とする

3-04 北部地域整備事業 △＋ 〇 現状の施策・指標を維持 指標の一部は事業が完了したため後期計画では採用しない

4-01
応急給水設備の

整備・充実
△＋ 〇

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
整備した施設設備の数に合わせた目標値に変更

5-01 危機管理体制の強化 △－ 〇
現状の施策を維持し、

目標値を追加・見直し
訓練計画変更に伴い目標を見直し、
災害対応性に関する指標を追加

5-02 防災拠点の整備 × 〇
事業完了に伴い、

施策の変更を検討
IP無線を配備したため、今後は機器の使用方法の共有・訓練が必要

5-03
防災備品の備蓄と

資機材の確保
◎ 〇 現状の施策・指標を維持

6-01
水源井戸の適正な

維持管理の実施
－ 〇 現状の施策・指標を維持

6-02 地下水利用の適正化 － － 施策・指標の変更を検討 井戸の掘り替え方針について、当面見送ることとしたため

7-01 水安全計画の策定 ◎ 〇
事業完了に伴い、

施策・指標の変更を検討
水安全計画を策定したため、今後は運用と必要に応じた見直しを行う

7-02 水質監視の強化 〇 〇 現状の施策・指標を維持
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7-03
トリハロメタン

低減化対策
〇 △－

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
検討の結果、塩素注入率低減が困難であるとわかったため

8-01
小規模貯水槽水道の

適正管理の推進
△－ △－

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
調査が一巡し、調査方法を変更したため

9-01 業務の効率化の推進 〇 △＋
現状の施策を維持し、

指標の変更を検討

9-02 漏水防止対策の推進 △＋ △＋
現状の施策・指標を維持

目標値を見直し
管路の更新計画が変更されたため

9-03
アセットマネジメント

の実施
◎ △＋

現状の施策を維持し、

指標・目標値の変更を検討
財政収支シミュレーション結果に基づき、目標値を見直す

9-04
水道事業運営審議会

の実施
△＋ ◎

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
委員への負担を考慮し、審議会回数を見直した

9-05 広域化への取り組み － － 現状の施策・指標を維持

10-01 効率的な組織体制の検討 〇 〇
現状の施策は維持し、

指標の変更を検討

10-02
技術継承と人材育成

の促進
△＋ △＋

現状の施策を維持し、

指標の追加を検討
職員の技術水準がより分かるような指標の追加を検討

11-01
広報・広聴手段の

整備・充実
△＋ 〇

現状の施策を維持し、

目標値を見直し
前期での実績を踏まえた目標値へ見直し

11-02 口座振替の促進 × ×
現状の施策を維持し、

指標の追加を検討
より事業の進捗が分かりやすい指標にすることを検討

12-01 民間委託形態の検討 △－ 〇 現状の施策を一時休止する 下水道部門との組織統合再編を予定しているため

13-01
環境に配慮した

水道事業運営
△－ 〇

現状の施策を維持し、

指標の変更を検討
より事業の進捗が分かりやすい指標にすることを検討
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